
・避難経路・避難場所

の安全確認 

・校庭へ第１次避難 

・的確な指示 

・防災頭巾で頭部保護 

・「おかしもち」の約束 

 ・おさない 

 ・かけない 

 ・しゃべらない 

 ・もどらない 

 ・ちかづかない 

・隣接学級で連携避難 

・配慮を要する児童へ

の対応 

・トイレ、特別教室等

に児童が残っていな

いか確認 

       （１）地震発生時における想定場面【授業中】 

 

 
校長・教頭等 教職員 児童 

 

【その場で】 

 

 【安全確保】 

〔揺れがおさまる〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・的確な指示 

「机の下にもぐれ！」 

「机の脚を持て！」 

「頭を守れ！」 

・安心するよう声かけ 

「大丈夫、あわてるな」 

・机の下にもぐり、机

の脚をしっかり持

つ。 

・頭部を保護し、姿勢

を低くする。 

・危険性のあるものか

ら離れる。 

１ 

地震発生 

対策本部 

設置 

安全確認 校長が指揮 

全校避難の指示 

・校内放送 

・停電時はハンドマイク

使用 

総 括 

・負傷者等の救出 

・応急手当 

・地域医療救護拠点、

病院等の医療機関と

の連携（西大宮病院） 

救出・救急医療班 

・初期消火 

・多くの職員で応援 

・理科室の薬品からの

発火に注意 

・施設被害状況調査 

・安全確認、危険個所

の立入禁止措置 

消火・安全点検班 

・避難場所の開設支援 

住民対応・避難場所

支援 

避難誘導 

第１次避難 

[校庭へ] 

被害状況把握 

火災・土砂崩れ・ガス

爆発等で校庭が危険

なとき 

第２次避難 

[市の指定する場所へ] 

安全確認 

保護者へ連絡 

保護者へ引渡し 

避難誘導・ 

安否確認班 

・人数と安否確認 

・行方不明者の捜索･救出 

・周囲の状況把握 

・状況により第２次避難 

・人数と安否確認 

・児童の不安の緩和 

・引渡しカードでの引渡し 

・連絡のつかない児童はそ

のまま待機させる 

・校庭へ避難 

・防災頭巾で頭部を保護

しながら避難 

・「おかしもち」を守る 

・負傷者がいる場合は助

け合う 

・保護者とともに帰

宅する。 

・保護者と連絡がつ

かない場合は、学

校で待機 



引渡し実施方法・手順（震度５弱以上） 

流 れ 本 部 担 任 児 童 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全確保・確認 

  全校校庭へ 

避難開始 

 

 

 

 

 

被害状況把握 

 

 

 

 

 

 

 

引き渡し実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内放送（教頭） 

・保健室の児童管理 

（養護） 

 

 

 

 

 

・人数と安否確認 

（学年主任→教頭） 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者へ引渡しの 

メール連絡（教頭） 

・校庭の交通整理 

・的確な指示 

「机の下にもぐれ！」 

「机の脚を持て！」 

「頭を守れ！」 

・安心するよう声かけ 

「大丈夫、あわてるな」 

 

 

 

 

・校庭へ避難（ヘルメッ

ト着用） 

・防災頭巾着用の指示 

・「おかしもち」の約束 

・隣接学級で連携避難 

・トイレ・特別教室に児

童が残っていないか確

認 

・人数と安否確認 

（担任→学年主任→教頭） 

・児童の不安の緩和 

 

 

 

 

 

 

・安全主任の合図で開始 

・引き渡しカードでの引渡し 

・連絡のつかない児童は 

そのまま学校待機させる 

 

・机の下にもぐり、

机の脚をしっかり

持つ。 

・頭部を保護し、姿

勢を低くする。 

・危険性のあるもの

から離れる。 

 

 

 

・校庭へ避難（防災

頭巾着用） 

・「おかしもち」を守

る 

・負傷者がいる場合

は助け合う 

 

 

・負傷者がいる場合

は助け合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者とともに帰宅す

る。 

・保護者と連絡がつかな

い場合は、学校で待機 

 

 

２

地震発生 

対策本部の設置 

避難隊形 

体育庫 砂場 

東
門 

３
年 

２
年 

５
年 

わ
か 

１
年 

６
年 

４
年 

対策本部 

総括本部、避難誘導・安否確認班、救出・救急医療班、

消火・安全点検班、住民対応・避難場所支援班 

引渡し隊形 
第 ２ 校 舎 

東
門 引き取り人待機場所 

体育庫 砂場 

２
年 

６
年 

５
年 

３
年 ｼﾞｬﾝｸﾞﾙ

ｼﾞﾑ 

１
年 

わ
か 

４
年 

雤天時（教室） 

 

黒 板 

後
方 

前
方 

児 童 

ここで 

チェック 



（２）地震発生時における想定場面【放課後・登下校時・通学路上】 

 

 

 
校長・教頭等 教職員 児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

３ 

安全確保 

被害状況 

確認 

地震発生 

対策本部の設置 

総括本部、避難誘導・安否確認班、救出・救急医療班、 

消火・安全点検班、住民対応・避難場所支援班 

安全確認 

保護者へ連絡 

保護者への 

引渡し 

・ブロック塀や自動販売

機から離れ、頭部を保

護し、安全な場所に身

を伏せる。 

・交通機関を利用してい

る場合は、乗務員等の

指示に従う。 

近くの公園、空き

地など安全な場所

に避難する 

・児童の所在確認と

保護 

・校内の児童の 

避難誘導・保護 

・通学路の児童の 

安否確認 

・校内を確認 

・通学路を確認 

・避難場所を確認 

・施設の被害状況調査 

・安全確認、危険個所

の立入禁止措置 

・引渡しカードによ

り引き渡す。 

・連絡のつかない児

童はそのまま待

機させる。 

学校か自宅か 

近いほうに避難 

自 

宅 

学 

校 

帰 宅 し た
場合、でき
る だ け 早
く 学 校 へ
連絡する。 

校庭へ避

難 

・保護者とともに 

帰宅する。 

・保護者と連絡が 

つかない場合は
学校で待機 

・教育総務課へ連絡 

・外部との対応 



・現地情報の収集 

        （３）地震発生時における想定場面【校外学習・遠足・修学旅行等】 

 

 

 
校長・教頭等 教職員 児童 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 

 

安全確保 

対策本部の設置 

・ブロック塀や自動販売

機から離れ、頭部を保

護し、安全な場所に身

を伏せる。 

・交通機関を利用してい

る場合は、乗務員等の

指示に従う。 

・ゆれがおさまるの

を待って、安全な

場所に避難させ

る。 

・児童の安全確認及

び負傷者の応急

手当 

・テレビ、ラジオ、

電話等で地元の

被害状況の把握 

・地元の公共機関へ

の連絡、救援要請 

・学校へ連絡、状況を報

告し指示を受ける。 

・地元公共機関へ救援要

請 

・学校から教育総

務課へ報告 

・学校から保護者

へ連絡 

地震発生 

・地形や状況を判断し

て、安全確保を指示 

・ブロック塀や自動販

売機など重量物から

離れ、頭部を保護し、

安全な場所に身を伏

せる 

・交通機関を利用して

いる場合は、乗務員

等の指示に従う 

最寄りの安全

な場所へ避難 

総括本部 

学校へ連絡 

対応決定 
※県外での学習活動中に、県内で大規

模な地震災害が発生した場合は、学

校又は教育総務課と連絡をとり指

示を受けて対応する。 

教師からはぐれた時は、

動き回らずに安全を確

保する。 

 



         （４）地震発生時における想定場面【休日・夜間】 

 

 

 
校長・教頭等 教職員 児童・地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

５ 

さいたま市域で、震度５弱以上の地震が発生したとき 

全教職員は、所属校に参集する！ 

地震発生 

学校へ参集 
連絡調整者 

学校にいち早く到着

し、避難場所運営委員

会メンバーと避難場所

開設等について協議・

調整する。 

○校門の鍵保管者等に

よる校門開錠 

 

○避難場所運営委員会

運営委員長ほかメン

バーが参集 
校長・教頭等

参集 

避難場所（運営委員会）の開設 

 

○非常用放送設備利用 

○避難場所の開設支援 

参集した教職員により役割分担を行い行動開始 

被害状況の把握 

・教育総務課への連絡 

・外部との対応 

児童・教職員

の安否確認 ・休校とするなど 

保護者へ連絡 

被害状況報告 

○校内の安全確認 

○施設の被害状況調査 

○危険個所の立入禁止

措置 

○避難場所を確認 

○通学地域の被害状況

確認 

○児童及び家族の安否

確認 

○教職員の安否確認 

児童・保護者 

・できるだけ早く状況

を学校に連絡する。 

地
域
住
民
避
難 

 
対 策 本 部 の 設 置 

 


